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その理由として以下の 2 点をあげる． 
① 包括形の構成法が共通している 
 晋語の包括形は“咱”を用いるものが多い．多くの方言（贛語、呉語など）の包括形に
用いる複数接辞“哩”や“家” は“们”と近い意味範疇を持っている．これらは諸方言に
おける包括形が北京官話の“咱们”と近い関係にあることを示唆している．  
② 厳密に使い分けている点で共通している 
各方言に除包対立がはっきりしている下位方言が存在する.除外形が包括形に使われるこ
とがない．逆も同様である． 
 
先行研究で指摘されているとおり，漢語諸方言の除包対立も話者の聞き手に対する関
係・敬語などにかかわっていることが確認できた． 
 
少数民族における除包対立についても考察した．その結果，「漢語諸方言における除包対
立は少数民族の言語による影響である」という説の可能性が低いことが判明した．  
 
今後の課題は官話と南方方言の間で空白となっている地域(主に安徽省あたり)の方言に
おける除包対立を明らかにし，さらに綿密な分布図を作り，除包対立の由来を検証するこ
とである．さらに世界の言語との対照から，漢語諸方言における除包対立の位置づけをす
ることも必要である． 
 
 
 
